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分
譲
業
者
が
土
地
開
発

保
存
す
る
会

渡
辺
事
務
局
長

I 

一一一~‘

定
の
成
果
収
め
た
」

「
三
島
測
候
所
を
保
存
す
る
会
」
は
三
十
日
夜
、
一
ニ
島
市
東
本
町
の
東
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
旧
三
島
測
候
所
跡
地
の
買
収
運
動
に
か
か
わ
る
総

括
会
議
を
聞
い
た
。
集
ま
っ
た
約
五
十
人
の
地
域
住
民
ら
に
、
測
候
所
跡
地
(
旧
庁

舎
隣
接
地
)
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
断
念
し
、
そ
の
後
保
存
す
る
会
と
と
も
に

市
に
用
地
の
買
収
な
ど
を
求
め
て
い
た
建
築
業
者
「
マ
リ
モ
」
の
担
当
者
か
ら
、
九
月

上
旬
に
大
手
住
宅
建
設
業
者
と
土
地
の
売
買
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

測
候
所
跡
地
の
う
ち
、
旧
一
を
計
画
し
た
が
、
住
民
の
反
一
取
得
す
る
よ
う
働
き
か
け
た

庁
舎
隣
接
地
約
二
千
四
百
平
一
対
運
動
な
ど
か
ら
断
念
。
保
一
が
、
市
は
既
に
買
収
し
な
い

方
M
は
国
の
一
般
競
争
入
札
一
存
す
る
会
、
地
元
の
東
本
町
一
方
針
を
政
策
決
定
し
て
い
た

で
マ
リ
モ
が
取
得
し
、
十
二
一
一
二
丁
目
自
治
会
と
と
も
に
七
一
こ
と
か
ら
、
購
入
に
は
至
ら

階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
一
月
末
を
期
限
に
市
に
土
地
を
一
な
か
っ
た
。

マ
リ
モ
と
保
存
す
る
会
、

地
元
自
治
会
は
、
七
月
末
ま

で
に
市
や
そ
の
他
の
機
関
か

ら
土
地
取
得
の
確
約
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
、
マ
リ
モ
に

よ
る
第
三
者
へ
の
売
却
を
干

渉
し
な
い
ー
な
ど
ど
す
る
覚

書
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
八
月
以
降
、
マ
リ
モ
は

一
戸
建
て
分
譲
を
前
提
に
売

却
先
を
検
討
し
て
い
た
。
マ

リ
モ
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

を
断
念
し
た
後
、
地
元
を
含

む
四
、
五
件
の
業
者
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
い

?っ。
総
括
会
議
で
は
、
マ
リ
モ

の
宮
本
誠
二
技
術
本
部
長
が

総括会議では地域住民にこれまでの活動の
経過が説明された=三島市東本町で

二
戸
建
て
の
業
者
に
土
地

を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
語
り
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
と
あ
わ
せ
て
、
売
却
先

の
業
者
が
分
譲
に
向
け
て
道

路
や
区
割
り
の
計
画
を
進

め
、
決
済
と
引
渡
し
の
時
期

は
年
末
の
見
通
し
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
保
存
す
る
会
の
渡

辺
豊
博
事
務
局
長
が
「
約
四

年
に
わ
た
る
市
民
運
動
で
測

候
所
施
設
が
保
存
さ
れ
、
高

島

層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
世
計
画
川

中
止
、
低
層
の
住
宅
開
発
八

と
落
ち
着
い
た
」
と
振
り
市

り
「
市
民
の
純
粋
な
思
い
州

物
事
を
あ
る
方
向
に
動
内

す
。
皆
さ
ん
の
意
思
で
一
官

の
成
果
を
収
め
た
」
な
ど
ル

総
括
し
た
。

測
候
所
跡
地
の
う
ち
、
同

庁
舎
を
含
む
約
千
平
方
M
け

市
が
取
得
し
、
「
三
島
測
健

所
記
念
公
園
」
と
し
て
十
同

一
日
に
供
用
を
開
始
。
ま
作

旧
庁
舎
は
環
境
学
習
の
拠
点

施
設
「
エ
コ
・
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
P

か
ら
、
今
後
の
利
用
と
管
聞

方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
た
。
渡
、
望
事
務
局
長
が
「
市

民
主
導
で
有
効
に
施
設
を
活

一
周
す
る
し
く
み
づ
く
り
が
必

一
要
」
と
し
、
市
民
主
導
の
管

一
理
運
営
の
実
施
を
求
め
る
要

一
望
書
を
市
に
提
出
す
る
こ
と

一
を
提
案
。
了
解
を
得
た
。

一
会
議
に
は
市
環
境
政
策
課

一
の
職
員
も
出
席
。
旧
庁
舎
は

修
繕
や
内
装
な
ど
の
工
事
を

一
終
え
、
年
度
内
は
市
主
催
行

事
や
共
催
行
事
に
限
り
、
公

開
す
る
こ
と
や
同
公
園
の
供

用
開
始
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
住
民
か
ら
は
「
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
不
十
分
」
と
い
っ

た
指
摘
も
あ
が
っ
た
。
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長首きt

三島測候所跡地

乗斤

マ
ン
シ
ョ
ン

業
者
が
売
却

自
治
会
な
ど
安
堵

マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
が
あ
っ
た
三
島
市
東
本
町
の
三
島
測
候
所
跡
地
に
つ
い
て
、
土
地
を
所
有
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
業

者
の
マ
リ
モ
(
広
島
市
)
が
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
土
地
の
売
買
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
九
日
、
分
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー

は
二
戸
建
て
分
譲
を
す
る
方
針
。
計
画
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
た
な
い
こ
と
が
確
定
し
、
年
明
け
か
ら
の
慌
た
だ
し

い
動
き
が
決
着
し
た
。
住
環
境
や
隣
地
で
の
無
人
気
象
観
測
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
た
地
元
の
東
本
町
二
丁
目
自

治
会
や
三
島
測
候
所
を
保
存
す
る
会
は
、
安
堵
(
あ
ん
ど
)
の
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

計
画
地
は
約
二
千
三
百
平
一
あ
っ
た
が
、
こ
の
メ
ー
カ
ー
一
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
し
一
注
目
さ
れ
て
い
た
。
同
自
治

一方

M
で
、
十
区
画
程
度
の
分
一
と
先
週
に
契
約
を
結
び
、
売
一
て
い
る
。
一
会
、
保
存
す
る
会
、
マ
リ
モ

干
一
譲
に
な
る
見
通
し
。
マ
リ
モ
一
却
が
成
立
し
た
。
近
隣
住
民
一
マ
リ
モ
が
撤
退
を
決
め
て
一
の
三
者
は
協
力
し
て
市
に
取

韻
一
は
「
数
社
か
ら
引
き
合
い
が
一
ら
の
意
向
に
治
う
買
い
手
が
一
以
降
、
計
画
地
の
転
売
先
が
一
得
を
求
め
、
署
名
運
動
な
ど
一

Jモ百l

も
展
開
し
た
が
、
市
は
「
優

先
順
位
が
低
い
」
な
ど
と
し

て
購
入
し
な
か
っ
た
。

今
回
の
決
着
に
つ
い
て
、

藤
幡
俊
量
自
治
会
長
は
「
ほ

っ
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

の
思
い
を
尊
重
し
て
く
れ
た

マ
リ
モ
に
感
謝
す
る
」
と
話

し
て
い
る
。
保
存
す
る
会
の

渡
辺
豊
博
事
務
局
長
は
「
三

者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

成
果
。
三
島
の
市
民
力
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
総

括
し
た
。
市
は
既
に
測
候
所
跡
地
の

う
ち
旧
庁
舎
部
分
を
含
む
約

千
平
方
M
を
取
得
し
、
十
月

一
日
に
「
旧
三
島
測
候
所
記

一
念
公
園
」
と
し
て
供
用
開
始

一
す
る
。
国
登
録
有
形
文
化
財

ι

と
な
っ
て
い
る
旧
庁
舎
は
付

属
施
設
の
「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」

と
し
、
観
測
機
器
や
資
料
を

展
示
し
た
り
、
学
習
室
を
設

け
る
な
ど
環
境
教
育
の
拠
点

と
し
て
年
内
の
開
設
を
目
指

し
て
い
る
。
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• 

1万440人分のー名を豊岡置士市畳(古3に提出するグラウンドワ ク三三・の

ミシマパイカモ繁殖池水溜

三島市湧水地買収ヘ

N
P
O法
人
署
名

1
万
人
突
破

ミ
シ
ス
イ
カ
モ
の
繁
殖
聖
書
量
謹
全
一

島
市
南
本
町
)
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
西
隣
の
湧
水
地
が

宅
地
造
成
で
枯
渇
の
恐
れ
が
出
た
問
題
で
、

N
P
O法
入

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
l
ク
三
島
が
釘
目
、
豊
岡
茸
士
市
長
に

保
全
と
買
い
取
り
を
求
め
る
l
万
4
4
0人
分
の
一
署
名
を

提
出
し
た
。
市
は
土
地
開
発
公
社
を
通
与
、
年
度
内
に
土

地
を
買
収
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

【石
川
宏
】

た。
問
題
の
童
基
護
団
体

が
所
有
し
て
い
た
が
、
富
士

市
の
不
動
産
会
社
が
購
入

し
、
昨
年
生
逝
造
成
を
始
め

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
l
ク
三

島
は
水
源
破
埴
の
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
昨
年
9
月
に
署

名
と
葬
金
を
開
均
署
名
が

回
顧
の
1
万
λ
を
突
破
し
た

市
に
よ
る
と
、
土
地
7
5
整
備
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
l
た
め
市
長
に
提
出
し
た
。
事

l
平
方
針
の
う
ち
湧
水
地
の
ク
三
島
も
関
わ
る
。
金
は
幻
日
現
在
2
4
5万
4

あ
る
3
1
3
平
方
F巻
市
が
ミ
シ
マ
パ
イ
カ
モ
は
、
清

3
6
5円
墾
示
っ
た
。

買
収
し
、
残
り
は
市
内
の
民
涜
予
育
ち
白
い
花
を
映
か
せ
豊
岡
市
長
は
「
湧
水
地
は

閉
企
業
が
胸
入
す
る
。

，造
る
水
車
。
市
内
の
源
兵
衛
川
し
っ
か
り
碓
倶
U
、
多
く
の

を
鹿
有
す
る
木
動
産
会
社
と
か
ち
一
時
獲
を
梢
レ
た
が
、
方
の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に

既
に
交
捗
中
と
い
う
。
市
と

環
境
保
全
の
市
民
の
努
力
で
し
た
い
。
パ
イ
カ
モ
の
花
肯

企
業
は

一
体
的
に
緑
地
と
し
復
活
し
た
と
と
か
ら
二
言
葉
は
『
幸
せ
に
な
り
ま
草
。

て
麗
句
骨
策
は
自
然
帯
主
市
の
自
然
保
趨
の
シ
ン
ボ
ル
三
島
に
来
て
パ
イ
カ
モ
を
見

か
し
た
カ
フ
ェ
の
経
営
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
栂
花
藻
の
て
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
里
は

1
9
9
5年
に
で
き
恩
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

緑
地
に
整
備
、
カ
フ
ェ
も
検
討
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月曜日9月22自201 4年(平成26年)聞新日
円

H
円
噌

註
』
寸

「三島梅花藻の里」守れ
清
流
の
象
徴

「
水
の
都
・
三
島
」
の
清
流
の

象
徴
、
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ

H
E
H

が
群
生
す
る
「
一
二
島
梅
花
藻
の

里
」
(
同
市
南
本
町
)
が
消
滅
の

危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
生
育
に
欠

か
せ
な
い
湧
き
水
の
水
源
が
宅
地

造
成
で
埋
め
ら
れ
る
可
能
性
が
出

て
い
る
か
ら
だ
。
地
元
の
N
P
O

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
l
ク
(
G
W
)
三

島
」
は
、
水
源
地
の
保
全
、
購
入

を
目
標
に
募
金
活
動
を
始
め
た
。 宅

地
開
発
で
ピ
ン
チ

ミシマパイカモ

県のレッドリスト絶滅危慎E類。三島市の
楽寿圏内の小浜池で1930年に発見。梅に似た
花をつけることから名前がついた。かつては
市内の川で普通に見られたが、 60年代の湧き
水減少と河川の水質悪化により姿を消した。
現在は、柿田川から移植し増やしたものを
「三島梅花藻の里」や源兵衛川の一部で見る
ことができる。

‘三極i:

ー一一 弓T， ・・・・・・・圃園田・・・圃.'.
er三島梅花藻の里」前で、市民に署名と募金を
呼びかけるグラウンドワーク三島のメンバーら

@購入をめさす湧水池=いずれも三島市南本町

• 

NPO募金、水源買い取り目指す

コ
二
島
梅
花
藻
の
里
」
(
約
3

8
0平
方
げ
)
は
1
9
9
5年
か

ら、

G
W三
島
や
水
辺
の
再
生
に

取
り
組
む
市
民
団
体
コ
ニ
島
ゅ
う

す
い
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
整
備

を
開
始
。
清
水
町
の
柿
田
川
か
ら

譲
り
受
け
た
ミ
シ
マ
パ
イ
カ
モ
を

湧
水
池
で
育
て
、
増
殖
さ
せ
て
き

た
。
自
生
の
も
の
は
夏
場
に
花
を

つ
け
る
が
、
こ
の
里
で
は
1
年
を

通
し
て
花
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、
年
間
約
加
万
人
が
訪
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

今
回
問
題
に
な
っ
て
い
る
水
源

は
、
梅
花
藻
の
里
か
ら
道
路
を
は

さ
ん
で
西
隣
に
あ
る
湧
水
池
。
か

つ
て
は
宗
教
団
体
所
有
の
土
地
だ

っ
た
が
、
昨
夏
に
富
士
市
の
不
動

産
業
者
が
土
地
を
購
入
し
、
今
年

7
月
か
ら
宅
地
造
成
工
事
に
着
手

し
た
。G
W
三
島
に
よ
る
と
、
水
源
が

埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
梅
花
藻

の
里
へ
流
入
す
る
湧
き
水
が
大
幅

に
減
り
、
皇
自
体
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。
中
心
に
な

っ
て
世
話
を
し
て
い
る
G
W三
島

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
山
口
東
司

さ
ん
(
花
)
は
、
生
育
の
3
要
件
と

し
て
①
豊
富
な
湧
き
水
②
一
定
の

水
温
(
約
民
度
)
③
こ
ま
め
な
清

掃
を
挙
げ
、
「
も
し
、
今
よ
り
水

量
が
減
れ
ば
、
ミ
シ
マ
パ
イ
カ
モ

は
大
打
撃
を
受
け
る
」
と
心
配
す

る。

G
W
三
島
は
現
在
、
不
動
産
業

者
と
交
渉
中
。
業
者
の
担
当
者
は

「貴
重
な
水
源
が
あ
る
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
「
無
理

や
り
進
め
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
あ
る
程
度
待
つ
の
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
」
と
、
交
渉
の
余
地

は
あ
る
と
の
立
場
だ
。

水
源
の
湧
水
池
は
約
印
平
方
げ

だ
が
、
最
近
南
側
の
地
下
に
も
水

源
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
土
地

の
買
い
取
り
目
標
を
約
3
5
0平

方
げ
と
し
た
。

G
W三
島
は
「
三

島
梅
花
藻
の
里
泉
ト
ラ
ス
ト
運

動
」
と
し
て
募
金
活
動
を
開
始
。

1
口
1
千
円
で
、

1
0
0
0万
円

を
目
指
す
。
ま
た
、
四
日
か
ら
は

市
内
街
頭
で
、
ー
万
人
を
目
標
に

署
名
活
動
も
始
め
た
。

三
島
市
は
、
多
く
の
市
民
を
巻

き
込
ん
だ
運
動
と
な
っ
て
、
保
全

へ
の
機
運
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を

条
件
と
し
な
が
ら
も
、
「
G
W三

島
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
」
と
協

力
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

G
W
三
島
の
渡
辺
豊
博
専
務
理

事
は
「
ミ
シ
マ
パ
イ
カ
モ
は
三
島

の
水
辺
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

り、

G
Wに
と
っ
て
も
活
動
の
シ

ン
ボ
ル
。
三
島
の
宝
を
守
り
た

い
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る。
問
い
合
わ
せ
は
G
W
三
島

(
0

5
5
・9
8
3
・0
1
3
6
)
。

(
長
屠
大
生
)

GWM
ハイライト表示


